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⾝近な⽔環境を題材にした化学教育プログラムの開発 Research Project

Project/Area Number 15020225

Research Category Grant-in-Aid for Scientific Research on Priority Areas

Allocation Type Single-year Grants

Review Section Humanities and Social Sciences

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator ⻑⾕川 浩   ⾦沢⼤学, ⾃然科学研究科, 助教授 (90253335)

Co-Investigator(Kenkyū-
buntansha)

牧 輝弥  ⾦沢⼤学, ⾃然科学研究科, 助⼿ (70345601)

Project Period (FY) 2003 – 2004

Project Status Completed (Fiscal Year 2004)

Budget Amount *help ¥6,900,000 (Direct Cost: ¥6,900,000)
Fiscal Year 2004: ¥3,700,000 (Direct Cost: ¥3,700,000) 
Fiscal Year 2003: ¥3,200,000 (Direct Cost: ¥3,200,000)

Keywords 化学教育 / 化学分析 / 環境調査 / ⽐⾊計 / 観測器具 / ⾃作 / 電動度計 / 定量

Research Abstract 理数科に取り組む動機を育むためには、初等中等教育の各段階で良質な⾃然探究体験を積み重ねることが重要であると考えている。この⽬的のために、初等中
等教育向けの教材として、安価かつ精度の⾼い⾃作可能な簡易観測器具と分析計を開発するとともに、学校教育への幅広い普及を⽬的とした取り組みを進め
た。 
1.本研究では、⾝近な⽔環境を探究するための教材(採⽔器、ろ過器、⽐⾊計、電導度計、吸引ポンプ等)を開発した。これらの教材は、機器としての性能に関し
ては実⽤に耐え得るレベルまで達している。平成16年度は、各教材の普及を考慮して製作⽅法の簡易化や装置の改良を試みた。また、教材の活⽤⽅法のマニュ
アルを作成した。これらは環境調査や化学教育への適⽤を主⽬的としているが、従来の化学、⽣物、物理、地学の実験で定量的な成分分析を⾏う場合でも使⽤
できる⽅法である。 
2.⾃作した観測器具や分析計を教育実践に⽤いて、活⽤⽅法や教育効果を検討した。 
i)⾝近な⽔環境として⽯川県内の様々な海、川、池、湖沼などで、本教材を⽤いた⽔質調査を実施した。⾃然⽔中でμg/lレベル以上の成分であれば、⼗分な精度
と感度で測定できることが実証できた。 
ii)⽯川県内の⼩学⽣⾼学年から中学⽣を対象に科学教室を計10回開催した。本研究で開発した教材の活⽤により⽣徒の興味を⼗分に喚起できること、また、難
易度の点については少なくとも⼩学校⾼学年から使⽤できることが分かった。 
iii)富⼭県滑川⾼等学校の課題研究において、簡易分析計の製作から課題探求までを網羅した授業実践を⾏った。 
3.教材の普及に向けた取り組みとして、Web上にホームページを開設し、教材の作成、⽔環境の観測・測定、化学実験のマニュアル、授業資料等をダウンロー
ド可能な状態にして配布した。また、Q&Aコーナーを設け、補⾜を⾏う体制を整えた。
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